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名は体を表す？…地名と地質の関係
　
　昔からある地名はその土地の特徴から
取られたものが多いため，地名からかな
りの精度でその土地の概況を読み取るこ
とが可能です（地学選択者は地質学のと
ころで必ず扱います）．
　最初から余談ですが，「志木」という
地名の由来は，明治29年以前に志木地区
が属していた新座郡の前身である新羅郡
（しらぎぐん）から来ています．そもそも，
新羅郡は，天平宝宇2年(758)に渡来新羅
人（韓民族）74人のために新設された郡
ですが，当時渡来人を受け入れた場所は
未開発地が多かったとされており，新羅郡を「武蔵国閑地」に設置したという記述が『続日本
記』に見られることから，志木地区周辺も未開発地であったものと思われます．「新羅」の音
に起源すると思われる地名が近隣の「新座」市や和光市の「新倉」「白子」などにも残されて
います（参考=志木市役所URL　http://www.city.shiki.lg.jp/）．
　さて，本題．本校周辺の地名を見ると「水」に関連する地名が多いことに気づきます．朝霞
市の「泉水」「溝沼」「弁財（七福神の一人，弁財天は音楽・弁材・財福を司るが，本来インドの河神）」などは，
すべて水に関係する訳ですが，実はこれらの地域は湧水地帯なのです．志木市や朝霞市は武蔵
野台地上にありますが，この台地は富士山の噴火による火山灰によって何層にも被われていま
す（いわゆる，関東ローム）．朝霞市は立川ローム(古)，武蔵野ローム(新)に被われ，その下に
は武蔵野礫層と呼ばれる小石からなる地層が広がります．ローム層は水を通しにくいですが，
礫層は水を良く通すため，地下水脈となるのです．黒目川に
面する崖（黒目川が作った河岸段丘崖）に，その礫層が現わ
れ，そこから湧水するようです（湧水の分布については，
朝霞市博物館（朝霞市岡2-7-22．048-469-2285）に展示があり
ます）．
　一方，志木・朝霞周辺には「**岡」「**台」という地名
も目につきます．これらの地名がついている場所は一般に
高台で，地形としては河岸段丘の段丘面上や河川の氾濫に
よってできた微高地[数m]である自然堤防の上であることに
気づかされます．
　自宅を含む'1/25,000'の地形図を，一度ゆっくり眺めてみ
てください．意外と面白い発見があるかもしれません．

　　　　図版出典：『平野と海岸を読む』（岩波書店）→

z/c 353-0004 埼玉県志木市本町4-14-1[tel: 048-471-1361]
慶應義塾志木高等学校

Introduction
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志木の自然[長月(9月)，神無月(10月)，霜月(11月)，師走(12月)，睦月(1月)]

　今年も10月21日にジュウガツザクラの開花を確認した．志木高の半年にわたる花見シーズンの始
まりである．去年，見つけたギンナンは今年は確認できなかった．今秋は，1-3週間程度であろうか，
全体的に開花時期が遅れている．当初，暖冬と言っていた気象庁は予報を撤回し，厳冬になると発
表し直した．12月初旬に急激に増した寒さが，開花期にも影響を与えているようである．

この限られた紙面では、名前の出ている植物や動物がどのようなものであるかをお示しする事は
不可能です。名前を手がかりにぜひ図書館で一度調べてみてください。
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[2005年9月～2006年1月までの記録]

(Miyahashi)

Grass
19th Sep. 2005 ヒガンバナ，カヤツリグサ，チカラシバ，アレチノギク，オオアレチノギク，ノブキ開花.
4th Oct. 2005 トキンマメ，コニシキソウ，ススキ，セイタカアワダチソウ，シロザ，アキノノゲシ，
  アレチマツヨイグサ，ホウセンカ開花．
21st Oct. 2005 ツワブキ，ホトトギス開花．
3rd Nov. 2005 ヤブラン開花．
25th Nov. 2005 オオイヌノフグリ，ナズナ，コセンダングサ開花．

【10/21】キヅタ開花

【10/4】
　キンモクセイ開花

【10/21】
　ジュウガツザクラ開花

【11/3 ?-25】
　ビワ開花

【11/25】シロダモ開花

Wood
【10/4】サザンカ開花 【10/21】シラカンバ[♂♀]開花

【10/21】ヤツデ開花

【1/7】
　スギ開花

【12/27】
　マルバシャリンバイ開花



Meteorology偏西風波動と大雪

　12月に入ってから非常に寒い日が続いている。志木校も12月12日以降の朝の気温が連日氷点下と
なっている。
　気象庁の今年の天候速報でも「11月中旬頃から日本付近に寒気が南下しやすくなり、12月は極端
な低温が続き日本海側では記録的な大雪となった」と発表している。つまりシベリアからの寒気の
吹き出しが非常に強く安定しているわけである。このことは上空の気圧配置を見るとわかりやすい。
　図は北半球半旬平均100hPa高度図(12月12～16日)というものである。図の中心が北極で北半球
全体の地図に「等高度線」が記入されている。気圧は高度が上がるにつれ低くなるが、その下がり
方には地域差があるので100hPaの高度も場所により異なるのである。さらに時間によっても異なる
のだが、この地球を取り巻く等高度線の大まかな形は1週間前後かけて少しずつ変化していくものな
ので、5日間の平均化された等高度線が描かれている。こうすることで、個々の細かい構造は相殺さ
れ、地球規模の傾向をとらえることができるわけである。
　図を見ると、北極付近の高度が最も低く、赤道に向かうほど高くなるといったおよそ擂り鉢状の
形をしている。空気は冷たいと重く、暖かいと軽いので(だから暖房は床、冷房は天井の方が効率が
良い)、冷たい北極の空気は沈んでいるのである。
　さて、上空の風は等高度線にほぼ平行に西風が吹いている。これは上空の「偏西風」とよばれ、
特に強い風の軸はジェット気流という。風速は等高度線の間隔が混んでいるほど大きい。これは地
衡風近似という理論で説明されている(自由選択地学選択者は必須)。
　偏西風は波打っていて、15480m～15840mの等高度線は大きく蛇行している。この波動は3回の
周期(波数3の波)で地球を一周している。このうちの一つが日本の北西方面のシベリアから中国東北
部あたりを蛇行している。この蛇行が南に突出している部分が「気圧の谷」とよばれるものなので
ある。そして、この蛇行で北極の寒気が南下していることが読み取れる。さらに日本の付近は世界
のどこよりも寒気が南下しているせいで等高度線の間隔が混んでいる。したがって非常に風が強い。
風向は上空でほぼ西であるが、この
とき地上では地面や海面の摩擦力を
受けて北西の風になる。これらのこ
とから、寒気の南下と強い風＝強い
寒気の吹き出しが、シベリアから日
本列島に吹いているのである。
　地球を取り巻く偏西風波動の蛇行
が小さい(東西流型)と低気圧や高気
圧も順調に東進するが、蛇行が大き
い(蛇行型)と低気圧が発生しやすく、
速度も緩急があって複雑な動きをす
るといわれる。よって図のような蛇
行型の偏西風波動である限り、寒い
日が長く続くと予想される。
　先月は北陸と東北や北海道だけで
なく、中国地方は日本海側だけでな
く瀬戸内海でも、四国は高知でも、
九州は南九州や屋久島までもが雪に
みまわれ、交通機関などに大きな障
害を引き起こす記録的な大雪となっ
た。これも、偏西風波動の蛇行によ
る、いつまでも続く強い寒気の吹き
出しにより引き起こされたのである。

　　　　　資料提供：気象予報士会

(Higuchi)



宮橋　裕司 (Miyahashi)

四
季
折
（々
十
二
月
〜
一
月
の
俳
句
）

今
回
の
俳
句
も
、本
井
英
先
生
に
作
句
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

枯
蔦
の
青
大
将
と
い
ふ
太
さ

キ
�
ク
オ
フ
五
分
前
芝
枯
れ
わ
た
り

餅
花
の
揺
れ
の
ほ
の
か
の
と
ど
ま
ら
ず

 
 

 
 

 
 

 
 

 

英

鳥類・植物
植物・地質　他[&発行責任]

俳句

動物・環境

本井　　英 (Motoi)

速水　淳子 (Hayami)

井澤　智浩 (Izawa)
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天文・気象 樋口　　聡 (Higuchi)

鳥類 渡部　真也 (Watanabe)

2005年　北海道見学旅行探鳥録【道東方面：2005.10.11-15】

　場所が変われば，そこに見られる鳥の種類も大きく変わります．見学旅行中に確認できた鳥の種類
を一覧にしてまとめてみました．

ウミウ． アオサギ． オオハクチョウ． マガモ． カルガモ． キンクロハジロ．
シノリガモ．トビ． オジロワシ． ノスリ． タンチョウ．セグロカモメ．
オオセグロカモメ． ウミネコ．  エトピリカ．アカゲラ． ハシブトガラ．
ヤマガラ． ゴジュウカラ．   ホオジロ． スズメ． ムクドリ．
カラス sp.
             以上，23種
       記録者 1班 村松　洋之(3C)
         2班 速水　淳子

(Hayami + Muramatsu(3C))

Ornithology


